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で，多くは根生葉となり根元からロゼット状に四方に広がり多数出ています。5 ～ 7 本の葉脈が縦
に平行に走り，基部に浅い切れ込みがあり，生育状態が良いと葉の縁は波打っています。 風媒花で，
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す。車前子の成分としては，粘液性の多糖として plantasan (D-xylose, L-arabinose, D-galacturonic 
acid, L-rhamnose, D-galactose からなる分子量約 30 万の多糖類 )，plantago-mucilage A (L-arabinose, 
D-xylose, D-glucuronic acid, D-galacturonic acid からなる分子量約 150 万の多糖類 )，フラボノイ
ド配糖体の plantagoside， イリドイド配糖体の aucubin, フェニルエタノイド配糖体の acteoside 
(verbascoside), フ ェ ノ ー ル 配 糖 体 の syringin, そ の 他 adenine, choline な ど が 報 告 さ れ， ま
た，車前草の成分としてはイリドイド配糖体の aucubin, フラボノイド配糖体の plantaginin, 
homoplantaginin, フェニルエタノイド配糖体の plantamajoside, acteoside (verbascoside)，トリテ
オオバコ   Plantago asiatica L.
（オオバコ科 Plantaginaceae）
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
ルペンの ursolic acid などが報告されています。
　その他，日本で見かけるオオバコの仲間には，花茎の長いトウオオバコ P. japonica，葉が長いへ
ら型をしたヘラオオバコ P. lanceolata，1 蒴果中の種子が 8 ～ 16 個とオオバコに比べて多いセイ
ヨウオオバコ P. major などがあります。
図 1　成分の構造式
